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平成20年８月21日
原子力安全対策課
( ２ ０ － ３ ５ )
＜11時記者発表＞

高浜発電所４号機の第１８回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

高浜発電所４号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力8 7 . 0万kW）は、

平成20年８月23日から約５カ月の予定で第１８回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：神戸)

内線2353・直通0776(20)0314



- 2 -

１ 主要工事等

（図－１参照）(1) 耐震裕度向上工事

既設設備の耐震性を一層向上させるため、伝送器および、安全注入系

統や余熱除去系統などの配管の支持構造物を強化する。

（図－２参照）(2) 高サイクル熱疲労割れに係る対策工事

国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ事象（温度揺ら

ぎによる疲労）を踏まえ、対策工事を実施する。

２系列ある充てん配管のうち、熱疲労が発生しやすい、使用していな

い系列の充てん配管、隔離弁等を撤去する。

ＡおよびＢ余熱除去冷却器バイパスライン合流部の２箇所について、

熱疲労が抑制できる合流部形状に変更するとともに、応力集中が小さい

溶接形状に変更する。また、余熱除去系統入口部１箇所と出口部１箇所

において、熱疲労を抑制するため配管ルートを変更する。

２ 設備の保全対策

(1) 600系ニッケル基合金溶接部の応力腐食割れに係る点検･予防保全工事

（図－３参照）

国内外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、６００系

ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却材出入口管台、蒸気発

生器出入口管台の溶接部について、超音波探傷検査や渦流探傷試験を実

施する。

点検後、蒸気発生器出口管台の溶接部については、溶接部表面の残留

応力を低減させるため、ショットピーニング工事 を実施する。※１

また、蒸気発生器入口管台の溶接部については、関西電力㈱の他プラ

ントにおいて傷が認められていることを踏まえ、傷が認められない場合

でも、内表面を一様に切削し、耐食性に優れた６９０系ニッケル基合金

で肉盛溶接する。なお、点検および切削・肉盛溶接作業にあたっては、

作業性や被ばく低減の観点から、事前に蒸気発生器入口エルボを取り外

して行い、作業完了後に新品のエルボで復旧する。

※１ 溶接部に金属の玉を高速で叩き付けることにより、溶接部表面の引張り残留応力を圧縮応力

に変化させる。
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（図－４参照)(2) ２次系配管の点検等

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系

配管 1,619 箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施する。

また、過去の点検で減肉が確認された部位50箇所、今後の保守作業を

考慮した部位213箇所、合計263箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もし

くは低合金鋼の配管に取り替える。

(3) 格納容器ガスモニタ取替工事

格納容器ガスモニタについて、伝送装置が製造中止となったことから、

今後の保守性を考慮して、現在の電離箱式 から同等の性能を有するプ
※２

ラスチックシンチレーション式 に取り替える。
※３

※２ 放射線により電離箱内の格納容器内にあった空気（サンプルガス）が電子とイオンに電離し、

それぞれプラスの電極、マイナスの電極に集まる。各電極の電子、イオンが電離電流として、

監視盤へ送信される。

放射線が容器（プラスチックシンチレータ）内に入射すると微弱な光を発する。発生した光※３

を増加させるとともに、電気信号に変換し、監視盤へ送信される。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 157 体のうち、77 体（うち60体は新燃料集合体）を

取り替える予定である。

４ 運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成20年12月下旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成20年12月下旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成21年１月下旬



図－１　耐震裕度向上工事

　

工事概要

配管の支持部の強化例（イメージ）

　既設設備の耐震性を一層向上させるため、伝送器および、安全注入系統や余熱除去系統
などの配管の支持構造物を強化する。
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　図－２　高サイクル熱疲労割れに係る対策工事

　
　国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ事象（温度ゆらぎによる疲労）を踏まえ、対策工事を実施する。
  ２系列ある充てん配管のうち、１系列の充てん配管、隔離弁等を撤去する。
  ＡおよびＢ余熱除去冷却器バイパスライン合流部の２箇所について、合流部および溶接の形状を変更する。
  余熱除去系統入口部１箇所と出口部１箇所について、配管ルートを変更する。
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【化学体積系統】

使用していない充てん配管１系列（撤去）

Ｂ－１次冷却材系統配管よ
り

・溶接裏波を取り除き、応力集中を小さくする。
・開先形状（狭開先）を変更 することにより、
　溶接残留応力を低減する。

Ｂ-充てんライン（常用系）

A-充てんライン（待機系）

ルート変更することにより、高温
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図－３　６００系ニッケル基合金溶接部の応力腐食割れに係る点検・予防保全工事

　国内外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、６００系ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却材出
入口管台、蒸気発生器出入口管台の溶接部について、超音波探傷検査や渦流探傷検査を実施する。
　点検後、蒸気発生器出口管台の溶接部については、溶接部表面の残留応力を低減させるため、ショットピーニング工事を
実施する。
　また、蒸気発生器入口管台の溶接部については、他のプラントにおいて傷が認められていることを踏まえ、傷が認められな
い場合でも、内表面を一様に切削し、耐食性に優れた６９０系ニッケル基合金で肉盛溶接を行う。
　なお、点検および切削・肉盛溶接作業にあたっては、作業性や被ばく低減の観点から、事前に蒸気発生器入口エルボを取
り外して行い、作業完了後に新品のエルボで復旧する。

工事概要

【系統概要図】

【点検・予防保全工事対象箇所】
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図－４　２次系配管の点検等

今定期検査において、１６１９箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施する。

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

 

主要点検部位 1,835 0 1,019 0
その他部位 1,441 0 600 0

合　計 3,276 0 1,619 0

「２次系配管肉厚の
管理指針」の
点検対象部位

今回点検開始時点での
点検未実施部位

今回点検実施部位
今回点検実施後の
点検未実施部位

○過去の点検結果から減肉が確認された部位５０箇所、保守性を考慮し取り替える部位２１３箇所、
    合計２６３箇所の配管を取り替る。

取替概要

系統別概略図

【取替理由】
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②

①②

③

高圧給水
加熱器

湿分分離加熱器
ドレンポンプ

③

①②

① 余寿命５年未満で減肉が確認された
　 ため取り替える（２箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 　 １箇所
      炭素鋼 ⇒ 低合金鋼        １箇所
 
② 余寿命５年以上であるが減肉が
　 確認されたため取り替える（４８箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  ４６箇所
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　   ２箇所

③ 配管の保守性を考慮して取り替える
　　（２１３箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 １９３箇所
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　　２０箇所

（参考）
　保安院の指示文書（平成19年11月）で示された方法による余寿命評価結果を踏まえ、今定期検査において、27箇所を肉厚測定し、４箇所
の配管を取り替える。



 

 

 

高浜発電所４号機 第１８回定期検査の作業工程 
 

 

平成２０年８月２３日から約５ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 
                                

                            （平成２０年 ８月２１日現在） 

 

総合負荷性能検査

（１月下旬予定）

燃料取出

平成２０年
８月

平成２０年１１月平成２０年１０月平成２０年９月

主

要

工

程

解　　列

（８月２３日予定）

蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

並　　　列

（１２月下旬予定）

２次系配管点検および取替

燃料装荷

平成２１年１月

１次冷却材系統

漏えい検査

原子炉容器開放

起動試験

原子炉容器組立

１次冷却材系統降温

１次系弁・ポンプ点検

平２０年１２月

：主要作業予定

：その他作業予定

起動前弁点検

出力上昇試験

原子炉容器
出入口管台検査

蒸気発生器入口管台点検他工事

起動試験

原子炉格納容器
漏えい率検査
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